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近
藤
議
員（
左
か
ら
二
人
目
）を
囲
ん
で

大伴議員（中央）を激励。近藤議員（右隣）も駆けつけ

沖
縄
の
地
を
実
際
に
訪
れ
る
こ
と
で
平
和
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て
体
感
し
た

　

出席者からは、直近の事象や安全の課題に関する
問題提起があった

職場の垣根を越えて、組合員との繋がりとそのご家族とも
親交が深まるよう活動しています

　

私
た
ち
石
見
支
部
は
１
２
３

名（
内
青
女
28
名
）の
組
織
で
、浜

田
列
車
分
会（
乗
務
員・検
修
）・

浜
田
駅
連
区
分
会・浜
田
工
務
分

会
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、組
合
活
動
が

対
面
で
会
う
こ
と
の
制
限
な
ど
に

よ
り
、支
部・各
分
会
は
組
合
員

と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
う
ま
く

取
れ
ず
、苦
労
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、現
在
は
各
分
会
が
中

心
と
な
り
職
場
集
会
や
新
入
組

合
員
や
転
入
者
の
歓
迎
会
等
を

開
催
し
、組
合
員
同
士
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
青
年
女
性
委
員
会
は
、

『
明
る
く・楽
し
く・元
気
よ
く
』

を
合
言
葉
に
各
種
活
動
を
行
う

こ
と
で
、同
世
代
の
組
合
員
同
士

の
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

小
さ
な
支
部
で
す
が
、
そ
の

分
、組
合
員
同
士
の
距
離
が
近
い

た
め
、普
段
か
か
わ
り
の
な
い
職

場
の
組
合
員
と
繋
が
り
が
持
て

る
よ
う
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

せっ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、島

根
県
西
部
石
見
地
方
の
ご
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。石
見

地
方
は
自
然
豊
か
な
土
地
で
あ

り
、海
・
山
・
川
を
望

む
景
色
を
山
陰
線
の

車
窓
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
四
季

折
々
に
表
情
が
あ

り
、朝・昼・夕
に
様
々

な
姿
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、プ
ロ
テ
ニ

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
発

言
で
有
名
に
な
っ
た

「
の
ど
ぐ
ろ
」を
は
じ

め
、「
魚
介
類
」や

「
石
見
ポ
ー
ク
」な
ど

美
味
し
い
食
材
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。周
辺
に
温
泉

も
多
く
あ
り
、シ
ロ
イ
ル
カ
の
バ
ブ

ル
リ
ン
グ
で
有
名
な
島
根
海
洋
館

ア
ク
ア
ス
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、自

然
を
満
喫
し
て
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ

ぐ
に
は
最
適
の
場
所
で
す
。ぜ
ひ

石
見
地
方
に
旅
行
に
来
て
、日
頃

の
疲
れ
を
癒
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。　　
　
　
　
〈
米
子
地
本
発
〉

　

６
月
23
日
は
、80
年
前
の
１
９

４
５
年
、日
本
と
ア
メ
リ
カ
が
沖

縄
で
戦
っ
た「
沖
縄
戦
」で
、組
織

的
な
戦
闘
が
終
了
し
た
日
と
さ

れ
て
い
る
。

　
６
月
23
日（
月
）、沖
縄
県
那
覇

市
に
お
い
て
、「
連
合
２
０
２
５
平

和
行
動
in
沖
縄
」が
開
催
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
要
請
に
よ
り
中
央

本
部
か
ら
福
本
企
画
部
長
と
田

中
政
策・調
査・福
祉
対
策
部
長

の
２
名
が
参
加
し
た
。

　
「
２
０
２
５
平
和
オ
キ
ナ
ワ
集

会
」で
は
、屋
良
衆
議
院
議
員
よ
り

「
新
た
な
安
全
保
障
を
目
指
し

て
！
」と
題
し
た
基
調
講
演
を
受

け
た
。講
演
で
は
、安
全
保
障
の
手

段
は
軍
事
力
だ
け
で
な
く
、外
交
、

人
的
交
流
、文
化
交
流
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、平
和
式
典
で
は
、参
加

者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、清

水
連
合
事
務
局
長
よ
り
、戦
後・

被
爆
か
ら
80
年
に
触
れ
、沖
縄
の

一
人
ひ
と
り
が
平

和
運
動
の
担
い
手

と
な
り
、平
和
の

尊
さ
を
広
げ
て
い

こ
う
と
挨
拶
を
さ

れ
た
後
、連
合
沖

縄
中
宗
根
会
長

か
ら
沖
縄
の
現
状

も
踏
ま
え
た
挨
拶

を
受
け
、最
後
に

集
会
ア
ピ
ー
ル
を

参
加
者
全
員
で
確

認
し
た
。

　

そ
し
て
、戦
争

当
時
の
状
況
や
沖

縄
の
現
状
を
学
ぶ
た
め
に
、糸
満

市
の
ひ
め
ゆ
り
の
塔
や
平
和
祈
念

公
園
を
見
学
し
、戦
争
の
悲
惨
さ

や
平
和
の
大
切
さ
身
を
持
って
体

感
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、引
き
続
き
、

連
合
加
盟
単
組
や
Ｊ
Ｒ
連
合
な

ど
、内
外
の
機
関
と
連
携
し
て
、

平
和
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

中
央
本
部
は
、６
月
13
日

（
金
）、西
阪
急
ビ
ル
地
下
会
議
室

に
お
い
て
、第
３
回
拡
大
安
全
対

策
委
員
会
を
開
催
し
た
。委
員

会
に
は
、各
地
本・総
支
部
、業
職

種
別
部
会
の
担
当
役
員
の
他
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
の
鉄
道
関
係

労
組
の
担
当
者
な
ど
約
50
名
が

出
席
し
、安
全
の
確
立
に
向
け
て

議
論
を
深
め
た
。

　

委
員
会
座
長
に
川
端
Ｊ
Ｒ
西

労
組
安
全
対
策
委
員
長（
中
央

副
執
行
委
員
長
）を
選
出
し
、Ｊ

Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
を
代
表

し
、羽
野
書
記
長
が
挨
拶
し
、４

月
を
安
全
月
間
と

し
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合

と
取
り
組
ん
だ
安
全

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
で
出

さ
れ
た
意
見
を
労
使

安
全
会
議
な
ど
、会

社
に
伝
え
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
た
う
え
で
、

第
３
者
評
価
の
内
容

に
つい
て
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、中
村
業

務
部
長
よ
り
、こ
の
間

の
労
使
安
全
会
議
の

議
論
内
容
や
労
働
災

害
の
発
生
状
況
な
ど
経
過
報
告

が
な
さ
れ
た
後
、安
全
考
動
計

画
２
０
２
７
検
証
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
や
安
全
お
守
り
手
帳
の
活

用
方
法
な
ど
に
つい
て
議
論
し
た
。

　

最
後
に
、出
席
者
か
ら
、直
近

の
事
象
や
安
全
の
課
題
に
関
す

る
問
題
提
起
を
受
け
、引
き
続

き
、出
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
Ｊ

Ｒ
西
労
組
と
し
て
対
応
し
て
い

く
ほ
か
、各
単
組
で
協
力
し
て
課

題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
、終
了
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
に

所
属
す
る
近
藤
宏
和
議
員（
向
日

市
議
会
）は
、６
月
５
日（
木
）に
向

日
市
議
会
令
和
７
年
第
２
回
定

例
会
の
一
般
質
問
に
登
壇
し
、京
都

地
方
本
部
と
京
都
支
部
の
仲
間

が
激
励
の
傍
聴
行
動
を
行
っ
た
。

　

近
藤
議
員
は
、教
育
と
環
境
問

題
に
つ
い
て
発
言
し
た
。教
育
関

係
で
は
、障
害
が
あ
る
子
ど
も
や

不
登
校
対
策
と
し
て「
誰
も
が
学

べ
る
環
境
づ
く
り
」に
つい
て
発
言

し
、環
境
問
題
に
関
し

て
は
、「
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
」と
す
べ

く
、不
法
投
棄
の
問
題
や
リ
サ
イ

ク
ル
の
促
進
に
つい
て
、地
域
の
身

近
な
課
題
や
、弱
い
立
場
に
な
る

方
に
寄
り
添
っ
た
視
点
で
、当
局

に
対
し
て
、課
題
提
起
を
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
に

所
属
す
る
大
伴
る
い
議
員（
長

岡
京
市
議
）は
、６
月
12
日（
木
）

に
、長
岡
京
市
議
令
和
７
年
第
２

回
議
会
定
例
会
に
お
い
て
一
般

質
問
に
登
壇
し
、京
都
地
方
本
部

の
仲
間
と
Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団

会
議
に
所
属
す
る
近
藤
向
日
市

議
が
激
励
の
傍
聴
行
動
を
行
っ

た
。

　

大
伴
議
員
は
、地
域
公
共
交
通

の
課
題
に
触
れ
、児
童
に
対
す
る

電
車
や
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
の
実

施
、通
学
定
期
券
や
、シ
ニ
ア
世
代

へ
の
補
助
制
度
を
提
案
し
、全
て

の
世
代
の
人
が
利
用
で
き
る
公
共

交
通
に
つ
い
て
、当
局
の
見
解
を

問
い
質
し
た
。ま
た
、女
性
の
生

理
へ
の
理
解
増
進
に
つい
て
、更
な

る
取
り
組
み
の
必
要
性
を
訴
え

た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、引
き
続
き
関

係
議
員
と
連
携
を
深
め
、政
治
へ

の
理
解
を
深
め
る
運
動
を
展
開

し
、政
治
へ
の
参
画
を
広
げ
る
運

動
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
に
所
属
す
る
議
員
が
、６
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
定
例
会
に
お
い
て

登
壇
し
、地
域
公
共
交
通
や
教
育
に
つ
い
て
、質
疑
を
行
っ
た
。

　６月30日（月）に、第96回都市対抗野球大
会の中国２次予選が岡山県倉敷マスカットス
タジアムにおいて開催され、全員がＪＲ西労
組組合員であるＪＲ西日本野球部が、ＪＦＥ
西日本を相手に第１代表決定戦に挑んだ。
　先発の花村投手は伸びのある直球と、変
化球を織り交ぜながら相手打者に的を絞ら
せない投球で、４安打完封した。また、打線は
２回に内野ゴロの間に１点先取し、４回には、
戸田選手のスクイズなどで２点を加え、３対
０で勝利し、中国第１代表を決め、４年連続
８回目の出場を決めた。
　本大会は、全32チームが出場し、８月28日
に東京ドームで開幕する。
　ＪＲ西労組は、ＪＲ西日本野球部の組合員
の活躍を応援する。

連
合
平
和
行
動
in
沖
縄

組
合
員
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
活
動
を
行
う
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　 　 　　石見支部

沖
縄
の
地
で
平
和
へ
の
誓
い
を
深
く
心
に
刻
む

 

第３回拡大安全対策委員会 
ＪＲ西日本連合の鉄道関係労組と
「安全の確立について」議論を深める

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
所
属
議
員
が
続
々
と
質
疑

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
所
属
議
員
が
続
々
と
質
疑

■
近
藤
宏
和
向
日
市
議
が
第
２
回
定
例
会
で
一
般
質
問 

■
大
伴
る
い
長
岡
京
市
議
が

　 

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
発
言
す
る

第96回都市対抗野球大会
中国第１代表決定
 

ＪＲ西日本野球部
４年連続８回目の本大会へ


